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３． 取り巻く歴史環境 
3-１.⼤洗町の成り⽴ち 
 ⼤洗町の⾏政区域を紐解いてみると、幾つかの段階が存在する。 

 『常陸国⾵⼟記』に拠れば、⼤化五（649）年、那賀の国造の領地であった、⿅島灘沿い
の寒⽥（現在の⿅嶋市・神栖市境付近）から北の⾥五つなどを分割して、⾹島の神の郡を置
いている。この古墳時代終末期の７世紀の中頃に、⼤洗町域も那賀郡から⾹島郡に分かれた
可能性があるが、その境界は定かではない部分がある。⼤洗町域に⾯する那珂川⽔系の河⼝
域付近を阿多可奈湖

あ た か な の み な と
と呼んでおり、⾯した平津（現在の平⼾付近）の存在より、那珂川⽔系

の河⼝域が、⽔運で開けた港津として機能していた様⼦が浮かび上がる。 
 870 年代に成⽴した『⽇本⽂徳天皇実録』には、⻫衡三（856）年、「⿅嶋郡⼤洗磯前」の
記録があり、町の北部が平安時代前期には⿅嶋郡に帰属し、町名の⼤洗が、1,150 年以上前
に成⽴していたことを知ることができる。10 世紀前半に成⽴した『和名類聚抄』に拠れば、
平安時代には、古代⿅嶋郡に帰属する町北部の宮⽥郷と南部の⼤屋郷とがある。宮⽥郷は涸
沼川に⾯する字宮⽥の遺称地が残り、⼤洗磯前神社に献ぜられた神⽥に由来すると考えら
れる。⼤屋郷は、現在の⼤貫町神⼭町境の千天遺跡から奈良時代の「⼤屋厨」を墨書した須
恵器坏が出⼟しており、奈良時代には、町の南部を⼤屋と呼んでいたことが物証から証明さ
れた（（公財）茨城県教育財団 2014 『千天遺跡』）。 

 ⼤貫町の⼀部である⽊下
けおろし

も度々登場し、⼤永六（1526）年の『⻲⼭村不動堂勧進疏』には、
「材を取る⾈は⽊下の岸に着き」とあり、⼤洗磯前神社の勧進にあたり、⼤貫町の涸沼川沿
いが⽊材の流通の結節点として機能していた姿が描かれている。永禄年間（1558〜1570）
の『⿅島神宮所領⽇記』には、「⼤貫かう（⼤貫郷）」、「かミ⼭かう（神⼭郷）」が登場し、
中世の 16 世紀代になると、⼤洗町南部の地名が現在とほぼ同様に整ってくるようである。
神⼭は⻲⼭とも表記され、それとは区別される夏海の地名が登場するのもこの頃である。⽂
禄三（1594）年の検地を⽰した『⽂禄検地郡村統属』には、宮⽥・⼤貫・神⼭・夏海（後の
成⽥）の四村が、佐⽵領の茨城郡に編⼊され、この郡域は江⼾時代に⼊っても正保国絵図な
どに継続する。元禄国絵図の完成により茨城郡から⿅島郡に編⼊された（海⽼澤正孝 2021 
「⼤洗地域の郡と⾏政区画の変遷」『⼤洗の本 第２号』）。 
 江⼾時代前期になると、イワシ漁など、外洋の地先漁業が発達し、現在の商店街を中⼼と
した磯浜の市街地が整備され、それまでの古代以来の宮⽥村から⼤洗海岸の岩礁に由来す
る磯、磯ノ浜、磯浜への町名変更がおこる。発達した磯浜市街地では、⼤洗磯前神社の参詣、
磯浜潮湯治から近代海⽔浴への観光業の勃興と発展、祝町の花柳界で⽣まれ育つ⺠謡の磯
節など、海との関わりの中で、近世から近代にかけて多様な地域⽂化が花開くことになる。 
 昭和 29 年 11 ⽉には北部の磯浜町と⼤貫町が、その翌年には南部の神⼭町・成⽥町も合
併し、⼤洗町が誕⽣する。この度、町政約 70 年を経過し、町の代表的な⽂化財である史跡 
磯浜古墳群を対象とした保存活⽤計画の策定を⾏うことにより、この⼟地の歴史や⽂化に
ついて、向き合うことになったのである。 
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3-2.⼤洗町の⽂化財 
 ⼤洗町には、⽂化資源や歴史資源と⾔い換えることもできる、多数の⽂化的所産が所在す
る。その中でも、歴史上⼜は芸術上価値の⾼いもの、重要なものについては、国の⽂化財保
護法、及び茨城県⽂化財保護条例、⼤洗町⽂化財保護条例の規定に従い、指定、あるいは登
録し、後世に残す策を講じている。⼤洗町では、別表の通り、国・県・町指定等を合わせ、
総数 34件にのぼっている。その内容も固定化したものではなく、調査研究の深まりによっ
て評価され新指定されたり、県指定や国指定に昇格したりする場合もある。令和２年３⽉に
国指定史跡となった磯浜古墳群(8)も、永年、県指定史跡であった⽇下ヶ塚１件と同⾞塚１
件を合わせ、古墳群として再評価されたものである。 
 多くの指定⽂化財は、古代〜中近世に創建された、⼤洗磯前神社（4）や⻄光院（12）・願
⼊寺（1）・⻄福寺（6）などの社寺を中⼼に保管されている。近世建築の建造物の他、本尊
などの仏像、収蔵品である⼯芸品・書跡・古⽂書・絵画などの多岐にわたる物件（1-1〜1-
10・4-1〜4-3・6-1〜6-4・12-1〜12-3）が、その価値の評価を受けている。 
 この他に、⼤洗町教育委員会が所蔵・管理する、弥⽣時代の⻘銅製品である巴形銅器を中
⼼とした⼀本松遺跡出⼟遺物（7-1）のような先史遺物が県指定考古資料として評価されて
おり、磯浜古墳群周辺についても時代的背景や周辺遺跡の展開などについても、注意を払う
必要が出てくる。 
 

 
図 2-12 指定・登録⽂化財 
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3-3.磯浜古墳群と周辺の遺跡 

⼤洗町の所在する遺跡は、令和 5 年４⽉１⽇現在、総数 107 か所を数え、旧⽯器時代か
ら江⼾時代に⾄る集落跡、⾙塚、古墳、城館跡などが確認されている。約１割の遺跡は太平
洋を直接臨む台地東縁に営まれているが、他の遺跡は那珂川・涸沼川に直⾯する台地上か、
涸沼川に流れ下る⼩河川に臨む台地縁辺に位置している。磯浜町のゴルフ場内、成⽥町の国
⽴研究開発法⼈⽇本原⼦⼒研究開発機構敷地内や⼭林内は把握が困難なため、遺跡の実数
は増加するものと考えられる。 
 旧⽯器時代の遺跡は、ドンドン⼭遺跡(遺跡番号３)のと磐船⼭

いわふねやま
遺跡(４)の２遺跡が確認さ

れており、町の北端に偏る(藤本(弥)1980a・1980b、藤本(武)1993)。両遺跡合わせて、10点
ほどのナイフ形⽯器等が採集されている。 
縄⽂時代の遺跡は、⼆葉町遺跡(８)、⽩畑

しらはた
⾙塚(19)、吹上

ふきあげ
⾙塚(18)、⼤貫落神北

おおぬきおちがみきた
⾙塚(46)、

⼤貫落神南⾙塚(47)、⼀本松遺跡(21)、千天
ち て ん

遺跡(75)、おんだし遺跡(95)等が存在する。⼆
葉町遺跡は早期を中⼼とする遺跡で、各期の遺物が採集されている(⼤内 1970)。前期関⼭
式期の⽩畑⾙塚は、未調査の遺跡であるが、２地点からなり、ヤマトシジミが濃密に分布す
る(井上 1987、藤本(武)1994a)。吹上⾙塚は A〜Dの４地点からなり、台地上と斜⾯に形成 

 
 

表 2-１ 指定・登録⽂化財⼀覧 
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図 2-13 ⼤洗町内遺跡の分布 
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されている。地点ごとに形成時期が異なり、前期関⼭式期の A 地点と中期〜後期初頭の B
〜D 地点間で、⾙類組成に変化がみられる(佐藤 1968、上川名 1972、藤本(弥)1977、宮⽥
1979)。台地上には該期の集落跡である吹上遺跡が占地する(藤本(弥)1977、宮⽥編 1977)。
調査を実施した千天遺跡やおんだし遺跡からは、中期中葉〜後期初頭の竪⽳建物跡や⼟坑
が多数検出されている(井上 1975、村⽥編 1980、井上・植⽥・松橋 1980・1982)。⼤洗町
南部の千天遺跡第 46号⼟壙の覆⼟中には、外海岩礁域に⽣息する⾙類がブロック状に包含
されており、必ずしも地先ではない⼤洗海岸からの採捕がみられた(植⽥・井上・松橋 1982)。
後期前葉〜中葉の⼤貫落神北・南⾙塚の両⾙塚は、７地点の斜⾯⾙塚あるいは遺物包含層か
ら構成され、外海に⽣息するチョウセンハマグリなどの採捕が特徴的である。各地点、各層
は細かく細分されており、動物遺体の内容に変化がみられた(藤本(弥)1980c、井上・⾦⼦
2000a・2000b)。⾙塚直上の常福寺

じょうふくじ
遺跡第Ⅰ調査区には当時の集落跡が形成されている(井

上・蓼沼 2001)。⼀本松遺跡からは後期前葉〜中葉の建物跡と共に、晩期前葉の B地点⾙塚
を検出した(藤本(武)1994b、蓼沼 2000、井上・⾺⽬・宮⽥ 2001)。 
弥⽣時代の遺跡は、髭釜

ひいがま
遺跡(26)、⼀本松遺跡(21)、団⼦内

だんごうち
遺跡(20)、⽶蔵地

よねぞうち
遺跡(24)、

⻑峯
ながみね

遺跡(38)等が所在する。髭釜遺跡は約 7.6haにおよぶ広⼤な遺跡であり、４次に及ぶ発
掘調査を実施したものの、⿅島臨海鉄道敷設⼯事や桜道⼟地区画整理事業により多くの範
囲が破壊を受けてしまった。昭和 24 年には後期後半⼗王台式期の⾙塚が調査され、その後、
⿅島臨海鉄道敷地内の第 30・56号建物跡からも弥⽣時代後期の⾙類・⿂類・獣類遺体が出
⼟している(井上・宮⽥・杉浦・福⽥ 1975・1976、井上 1977、井上 1980、藤本(武)1991、
井上・宮⽥ 1999)。⼀本松遺跡・団⼦内遺跡・⽶蔵地遺跡の３遺跡については、⼀本松遺跡
群と呼ぶべき本来切れ⽬なく連続する集落跡であって、後期を主体とし⼀部に中期の遺物
も出⼟する(井上 1969、藤本(弥)1983、井上 1987、藤本(武)1994b、井上・⾺⽬・宮⽥ 2001)。
髭釜遺跡及び⼀本松遺跡群については、磯浜古墳群築造と連動する動向がみられるので、後
節「弥⽣時代〜古墳時代の周辺の遺跡」で詳述したい。⻑峰遺跡は昭和 48 年の⼤洗⾼等学
校建設に伴って後期前半の建物跡 17棟が検出されている(井上 1973)。当時茨城県内におい
て弥⽣集落の構造が明らかとなった報告例は無かったため、重要な事例と考えられた。 

磯浜古墳群を除いた古墳時代の遺跡としては、髭釜遺跡(26)、⼀本松遺跡群（⼀本松遺跡
(21)・団⼦内遺跡(20)・⽶蔵地遺跡(24)）、常福寺遺跡(45)、吹上遺跡(17)、⻑峯遺跡(38)、
落神遺跡(41)、千天遺跡(75)、ヨナ川遺跡(88)等が確認されている。古墳（群）については、
磯浜古墳群を並⾏、あるいはその直後の動向であるため、後節「⼤洗町の古墳・古墳群」で
⼀括しやや詳しく述べることにする。髭釜遺跡及び⼀本松遺跡群については、前期・後期を
中⼼とした竪⽳建物や⽅形周溝墓が展開するが、磯浜古墳群直下の集落であり動向が重要
であるため、弥⽣時代集落と共に後節「弥⽣時代〜古墳時代の周辺の遺跡」で詳しく述べた
い。常福寺遺跡からは前期・後期を中⼼とした竪⽳建物 44 棟が発掘調査されている(井上
2000)。吹上遺跡（宮⽥編 1977）・⻑峯遺跡（井上 1973）・落神遺跡（井上 2001）・千天遺
跡（村⽥編 1980）・ヨナ川遺跡（中村 1991）でも複数の竪⽳建物が発掘調査されており、
町域の広い範囲に集落が存在していることが確認されている。 
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表 2-2 ⼤洗町内遺跡⼀覧 １ 
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表 2-3 ⼤洗町内遺跡⼀覧 ２ 
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奈良・平安時代の遺跡は、髭釜遺跡(26)、⼀本松遺跡(21)、⽶蔵地遺跡(24)、落神遺跡(41)、
常福寺遺跡(45)、⾶城

ひじょう
遺跡(49)、寺ノ上遺跡(37)等が存在する。⼤貫台地開発に伴う発掘調

査では、落神遺跡からは 28棟、常福寺遺跡からは 74棟、⾶城遺跡からは 10棟と、多数の
建物跡が検出されており、⿅島台地平坦部に幅広く集落が展開する（井上 2000・2001）。登
城遺跡(51)からは、奈良時代の漁網⽤の⼟錘の他、鉄製の鎌や刃先、10 世紀後半の籾の状
態のイネが出⼟しており、漁業や稲作の⽣産活動の物証が出⼟している（井上・蓼沼 2001）。
漁業の内、外洋砂底に⽣息する巻⾙のダンベイキサゴを選択的に採⾙していたことが、平安
時代前期の常福寺遺跡や寺ノ上遺跡で判明している（井上 2000、蓼沼・⾦⼦・⼤津 2008）。
涸沼川に⾯した⽶蔵地遺跡の平安時代前期の建物に投棄された須恵器の⽣産地を分析した
ところ、運搬しやすい那珂川中流域の⽔⼾市⽊葉下

あ ぼ っ け
窯
かま

ばかりではなく、常陸南部の常総の内
海に⾯して⽔系が異なる⼟浦市新治窯跡からも少なからず運ばれてきていたことが判明し、

 
表 2-4 ⼤洗町内遺跡⼀覧 ３ 
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涸沼⽔系を経由して物資が集積しやすい背景が浮かび上がる（蓼沼 2013）。 
⽂献史料もたどると、この地域の奈良・平安時代の⼈間活動はより鮮明になる。奈良時代

から平安時代初頭の蝦夷征討に際し陸奥国への軍需物資の補給港として機能した『常陸国
⾵⼟記』に登場する平津の遺称地は、髭釜遺跡・⽶蔵地遺跡を含む⼀本松遺跡群の涸沼川対
岸、現在の⽔⼾市平⼾付近と考えられている（志⽥ 1989）。平安時代前期の貞観８(866)年
以前には、那賀郡の⼭中で伐採された栗材が⿅島神宮に運ばれており（⿊板編 1974）、経由
地の記載は無いものの、平津には那珂川の河川交通を通して⽤材が集積する河⼝港として
の機能もあったものとみられる。このような中、外洋に⾯して⼤洗磯前神社が創建されてく
るのは、平安時代中期の⻫衡３(856)年のことである。 

中世の遺跡は、⼀杯館
いっぱいだて

跡(42)、落神遺跡(41)、登城
とじょう

館跡(50)、⼩舘館
こたてやかた

跡(98)等、町南部の
涸沼川⽔系の城館跡を中⼼とする。台地前⾯の⼀杯館跡は未調査のまま消滅した遺跡であ
るが、14 世紀末以降、⼤貫町に城を構えた千葉⽒との関連が予測されている(江原・⽥中
1986)。その基部、落神遺跡の 15 世紀中葉〜16 世紀中葉の第１号堀跡からは深

ふか
⾝

み
の内⽿

な い じ
⼟

器・擂鉢
すりばち

・⽻
は
釜
がま
等が出⼟した(井上 2001)。⼆度にわたる発掘調査を経た 15 世紀後半を中⼼

とする登城館跡は、堀溝に区画された複数の郭
くるわ

を持ち内部に掘建柱建物跡や地下式壙
こう

・竪
⽳状遺構などを配置した構造が明らかとなった(井上・蓼沼 2001、⼤賀 2015)。⼩館館跡は
部分的な調査に留まるが、⼟塁・堀跡・⼟橋などが検出され、緑釉⼩⽫などが出⼟している
(寺⾨ 1978、中村 1991)。 

 
図 2-14 磯浜古墳群と周辺の遺跡等 
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⼤永６（1526）年の『⻲⼭村不動堂勧進蔬』には、⿅島神宮や⼤洗磯前神社の修理に際し、

「材を取る⾈が⽊下の岸に着く」とあり、⼤貫町の涸沼川沿岸の⽊下に社殿の建材が集積さ
れた記録が残る（六地蔵寺編 1984）。この⽊下は、古代の平津とも近く、涸沼⽔系と外洋と
の間隔が最も狭くなる地点で、江⼾時代中期に外洋と涸沼川とを開削して通⽔させた勘⼗
郎堀を通した涸沼川側の基点となる場所である。那珂川涸沼⽔系の河⼝部の⾈運の基点と
して⽊下が機能していたものとみて良い（藤井 2021）。 

磯浜町から⼤貫町の海沿いの街並みは、中世末から江⼾時代前期頃に形成されており、海
岸線と直交する幅の狭い路地は、当時からほとんど変わっておらず、⽇常の⽣活⽤であると
共に、⽔揚げされた⿂を加⼯場へ運ぶためにも使われた。古代以来、⼤洗磯前神社に献ぜら
れた神⽥に因んで名付けられた宮⽥村の村名が、江⼾時代中期、外洋の磯を採⽤した磯浜村
に変わってゆくのは、外洋に⾯する漁村の形成が作⽤したものと考えて良いだろう。 

特に重要な近世の遺跡となっているのは、主に⽔⼾藩・守⼭藩の海防⽬的の軍事施設、
祝町向洲台場
いわいまちむこうずだいば

跡(５)、望洋館跡・磯浜海防陣屋跡(25)、常福寺遺跡(45)、松川陣屋跡(81)等
である。望洋館跡・磯浜海防陣屋跡については、⽔⼾藩沿海を異船から防御するために、９
代藩主徳川⻫昭により設けられた海防陣屋であり、天保年間に、⽇⽴市の助川館を中⼼に、
友部・⼤沼海防陣屋の設置と連動する。⽔⼾藩南端の⿅島灘を⼀望にできる、海の眺望が優
れた適地を選択したところ、図らずも磯浜古墳群と同じ場所を選択することになった。磯浜
古墳群の⽇下ヶ塚古墳と⼀体化した密接な遺跡であるため、後節「望洋館跡・磯浜海防陣屋
跡」でやや詳しく記述しておきたい。 
祝町向洲台場跡は幅約 200m にもなる⻄洋式構造の砲台場で、現在も松林の中に遺構が

良好な状態で遺存している。イギリスとの国際関係が悪化する中で、⽂久 3(1863)〜元治元
(1864)年、那珂川河⼝の守りとして⽔⼾藩が築造した（蓼沼 2006）。常福寺遺跡からは円形・
楕円形の粘⼟貼の墓壙 10基が検出され、17 世紀以降の第 29号墓壙には側臥

そ く が
屈葬
くっそう

の⼈⾻に
38枚の銭貨が副葬されていた(井上 2000)。松川陣屋跡は元禄 15(1702)年から明治４(1872)
年まで存続した守⼭藩の陣屋で、御殿・⾦蔵・稗蔵・⽕薬庫などの建物からなる。御殿跡の
畑地には⼀部の礎⽯が残り、周辺からは 18・19 世紀の陶磁器類が採集される(中根 1986)。 

明治・⼤正・昭和時代になると、遺跡としては登録されないが、市街地の各所に、当時の
遺構や遺物が少なからず残されている。海⽔浴場として機能した、明治末建造の磯浜築港の
基礎は昭和 50 年代に埋め⽴てられたが、町割りの⼀部にその位置を判別できるようになっ
ている。通勤・通学、観光の⾜として、⽔⼾と⼤洗とを結んだ⼤正末〜昭和時代前中期の⽔
浜電⾞の線路跡は、⼤洗磯前神社の境内に残る旧⼤洗駅のプラットホームの遺構として、そ
の⾯影を留めている。 
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3-４. 弥⽣時代〜古墳時代の周辺の遺跡 
以上、⼤洗町内の 107 遺跡について概括してきた。次に、そのような取り巻く遺跡の内、

磯浜古墳群成⽴の前史となる弥⽣時代後期の様⼦と、古墳群と並⾏する古墳時代前期〜中
期の様⼦について、主に北麓〜⻄麓に展開する髭釜遺跡・⼀本松遺跡群を中⼼に触れてみた
い。 
(１)．弥⽣時代後期の集落  

磯浜古墳群の北⽅から⻄⽅にかけて展開する標⾼ 10m 前後の低台地上に、著しい密集率
を⽰す弥⽣後期集落が形成される。涸沼川より南⽅に約 700m と深く⼊る堀割の⾕を挟ん
で、東側には⽶蔵地遺跡４棟、団⼦内遺跡 11 棟、⼀本松遺跡 83 棟の⼀本松遺跡群の集落
98 棟が（蓼沼 2013・2014b、井上 1987、井上編 2001・蓼沼 2014c）、⻄側には髭釜遺跡の 225 棟程
度註 1）がそれぞれ形成されてき
た（井上編 1980・井上・宮⽥ 1999）。
これらは期間や予算に制約の
ある中での部分的な調査の成
果であり、実際の棟数はもっと
多くなる。 

断⽚的に出⼟する中期前半
〜末葉の⼟器・⽯器の存在から
（⽯川 2016・⼩⽟ 2020）、弥⽣⼈
の⼟地利⽤の始まりは中期前
半には確認できるが、中期遺物
の出⼟量は断⽚的であるため、
本格的な集落の形成は後期前
葉以降に⾒られる。髭釜・⼀本
松遺跡群の集落の特徴は、後期
前葉髭釜式期から後半⼗王台
式期に及ぶ約 200 年間、集中し
て継続的に竪⽳建物を台地全
⾯に作り続けることにあり、結
果として弥⽣時代の建物同⼠の夥しい重複関係がみられることとなった。 
那珂川・涸沼⽔系の在地的な壺形⼟器が組成のほとんどを占める中で、図 2-16 ⼀本松遺跡
の巴形銅器や同 10 団⼦内遺跡の板状鉄斧など、特別な⾦属製品の流⼊が⾒られる点は、⽐
較的狭い範囲での流通網と共に、広域で特別な道の存在を想起させる。そのような空間的に
広狭⼊り混じるネットワークを保持しながら、この地域に弥⽣⼈が集中して住み続けるこ
ととなった。 
 

 

図 2-15 磯浜の地形と遺跡の分布 
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 (２)．古墳時代前期集落への変遷と⽅形周溝墓 
 この地域の古墳時代前期集落は、⼀本松遺跡群でまとまった棟数が検出されているが、髭
釜遺跡が未報告で全体像は⾒えないものの、弥⽣時代後期の状況に⽐べれば極めて少なく

 
図 2-16 髭釜遺跡の遺構と遺物 
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なっているようである註 2）。⼀本松遺跡では、前出の後期弥⽣建物と重複して古墳時代前期
の竪⽳建物 31 棟が構築されており（井上編 2001）、後期終末に帰属する古墳時代への過渡的
な様相を持つ建物も存在している。後期末の⼗王台式４期から同５期に移り変わる頃（鈴⽊

 
図 2-17 ⼀本松遺跡群の遺構と遺物 
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2013・2014）に帰属する第Ⅰ調査区第 82号建物跡では、⼗王台式⼟器との共伴関係から⼀部
の⼟師器の受容が開始されるようである（蓼沼 2019）。以後３世紀後半〜４世紀代に前期集
落が展開するが、前期前半〜中頃に帰属する建物を中⼼とした報告であるため、前期の中で
の変遷は明確ではない。 

それにしても倍ほどの期間、形成される弥⽣後期建物が 83 棟に対し古墳前期建物が 31
棟も検出されているということは、⼀本松遺跡においては古墳時代前期の期間、集住し続け
ていることを⽰している。この現象は⼀本松遺跡群を構成する団⼦内遺跡でも弥⽣後期 11
棟に対し古墳前期４棟、⽶蔵地遺跡では弥⽣後期４棟に対し古墳前期１〜２棟（井上 1987、
蓼沼 2014a）と⽐率が概ね共通する。⼀本松遺跡群における弥⽣後期集落から古墳前期集落
への継続は、台地全⾯に及ぶものとみて良いだろう。 

他⽅で、那珂川下流左岸、磯浜古墳群の北約 4.9km の台地縁辺に位置する三反⽥
み た ん だ

遺跡（川

崎・鴨志⽥ 1977・1979・1985、川崎・鴨志⽥・住⾕ 1978、川崎・鴨志⽥・千葉 1991、佐々⽊ 2019、稲⽥

2019）では、前期前半〜中頃の集落と⽅形周溝墓が展開し、同右岸の北⻄約 2.9km、図 2-13
の８⼤串

おおくし
遺跡や９北屋敷

き た や し き
遺跡では、前期中頃から後半の集落が形成され、それぞれ新開地へ

の移住がみられるようになる。墓域の把握されている那珂川下流左岸の下⾼井
し も た か い

遺跡や涸沼
⽔系右岸の南藤太郎

みなみとうたろう
遺跡を含め、那珂川・涸沼⽔系下流の沖積地を⾒下ろす台地前⾯には、

弥⽣時代中後期以来の⼤洗低台地上の⼀本松遺跡群とは性格を異にする、縁辺に墓域を持
つ前期集落が点々と分布することとなる。 

集落は希薄化した髭釜遺跡の台地縁辺からも３基の⽅形周溝墓が検出されており（井上・

宮⽥ 1999）、その内、前期後半に帰属する第４号⽅形周溝墓の周溝内からは、⽇下ヶ塚古墳
に樹⽴された⻑壺形埴輪と製作技法が共通するやや⼤きく作り分けた図 2-15 の埴輪棺が出
⼟している（藤井 1976、井 2009）。墓域は遺跡の北⻄端に位置しており、その後継続する⼀本
松遺跡と対峙する墓域であるのかもしれない。同時期の海を⾒下ろす⾼台地に築造される
前⽅後円墳・⽇下ヶ塚古墳とは性格は異なるものの、製作を同じくする埴輪の利⽤に加え、
副葬品には滑⽯製

かっせきせい
⾅
うす

⽟
だま

34 点が副葬されており、こちらも⽇下ヶ塚古墳粘⼟槨から出⼟した
滑⽯製⾅⽟との関連が考えられる。髭釜遺跡の⽅形周溝墓は、⽇下ヶ塚古墳に葬られた臨海
の⾸⻑との関係を持つ被葬者と考えられ、三反⽥遺跡・下⾼井遺跡・南藤太郎遺跡などの那
珂川・涸沼川下流域に築造されるその他の⽅形周溝墓とは埋葬様式に違いがみられる。 
 
註 1）髭釜遺跡から確認されている弥⽣時代後期の竪⽳建物は、桜道区画整理事業に伴う第１・２次調査で

約 140 棟（井上・宮⽥ 1999）、⿅島臨海鉄道ルート内の第３・４次調査で 75 棟（井上編 1980 によ
る。井上・宮⽥ 1999 では 68 棟とも）、きらめき通りルート内の茨城県教育財団による第 13 次調査
で８棟（天野 2017）、その後の試掘調査でも今⽇までに２〜３棟発⾒されているから、総数は 225
棟程度にはなる。 

註 2）髭釜遺跡における古墳時代前期・後期・平安前半の竪⽳建物総数で約 140 棟と報告されているが、
その内訳は明確ではない（井上・宮⽥ 1999）。⼤洗駅周辺の第３・４次調査区内においては、弥⽣後
期建物 75 棟に対し古墳時代建物はたったの３棟であることや、その前の「（⼤洗駅⻄側の）第２次
調査区において（古墳時代建物跡は）数例認められ、それは弥⽣時代のような密集した状態ではな
く、その在り⽅は極めて散在的である」（共に井上編 1980 の 6⾴）とあり、髭釜遺跡で検出した前
期の古墳時代の建物跡が極めて少ない状況にあることが理解できる。⼤洗駅東側のきらめき通りル
ート内でも状況は同じである（天野 2017）。 
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3-5.前期古墳社会の海運ネットワーク 
 磯浜古墳群は、独⽴した 400m 四⽅の島状の台地に⽴地する。東は外洋に、⻄は内⽔⾯の
それぞれの海域に⾯していた。「海に⾯した⼭塊や丘陵、あるいは台地や砂堆などにつくら
れた」前⽅後円墳を指して、広瀬和雄により「海浜型前⽅後円墳」と名付けられた（広瀬 2015）。
海浜型前⽅後円墳は、古墳時代を通して列島各地で造られるが、磯浜古墳群と並⾏する前期
に限ると、図 2-17 のような分布を⽰す。瀬⼾内海両岸が多く、北部九州から関東地⽅にか
けての⽇本海側や太平洋岸にも点々と分布する。磯浜古墳群の⽇下ヶ塚古墳も分布の東限
に位置し、⼀翼を担っていることが注視される。同じく東端部に位置し内湾である東京湾と
外洋の相模湾との分⽔嶺に占地する⻑柄桜⼭古墳群は、常総の内海（現在の霞ケ浦・北浦沿岸

等）から外洋航路で東北地⽅へ開けた⽇下ヶ塚古墳に重ねられてきた経緯がある（川⻄ 2002・

⽇⾼ 2002 など）。 
 臨海性の前⽅後円墳を造営した⾸⻑層が、港津や海上交通を掌握していたという指摘が
ある（近藤 1956・⽇⾼ 2002 など）。この論に拠れば、港津には船の発着を通してモノやヒトが
集散し、近郊の港間における交流やネットワークが形成され、臨海の⾸⻑間で海上交通網が
確⽴していくことになる。 

各臨海の⾸⻑は、円筒埴輪列や葺⽯を敷き詰めるなど、総じてヤマト王権との共通性を持
つ、あるいは墳丘の規模が⼩さい階層性を備えた前⽅後円墳を築造していく傾向がある。臨
海の⾸⻑間で進んだ海運ネットワークには、ヤマト王権の意志が深く関わっていたものと
みて良いだろう。 
 以上のように、ヤマト王権を中核とした古墳前期に進んだ列島規模での海運ネットワー

 
図 2-18 古墳前期海浜型前⽅後円墳の分布 
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クの整備・確⽴という社会背景は、そ
の⼀⾓を占める磯浜古墳群の築造や被
葬者像を考えていく際に、重要な位置
を占めているものと考えられる。 
 
3-6.常陸における海運ネットワーク 
 次に、前期後半、常陸における全⻑
80m級以上の主要古墳の分布について
みておきたい。分布図を図 2-18に⽰し
た。 

臨海域の常総の内海には、湾奥より
湾⼝に向けて、90m級前後の王塚

おうつか
古墳、

⽊原愛宕⼭
き は ら あ たごや ま

古 墳 、 兜塚
かぶとづか

古 墳 、
⽜堀浅間塚
うしぼりせんげんづか

古墳、お伊勢⼭
い せ や ま

古墳の前⽅
後円墳が⼀定の距離を保って築造され
る。同時期、同規模の古墳の築造は、那
珂川河⼝域の⽇下ヶ塚古墳にもみられ
る。６墳とも常総の内海や外洋などに
⾯しており、⼊り組む浦々間を結ぶ基
点となる場所であり、当時の港津付近とみなせる。内海・外洋の差はあれども、臨海性の⽴
地という共通項を指摘でき、海浜型前⽅後円墳の範疇でとらえることができるであろう。 
先にみた全国の傾向と同じく、ヤマト王権を中核とした海運ネットワークの進⾏が、常総

の内海を含め、⽇下ヶ塚古墳を取り巻く常陸においても形成されていたものとみられる。 
 

3-7.常陸北部の前期・中期前半古墳  
磯浜古墳群を取り巻く常陸北部の久慈川中下流域・那珂川中下流域・涸沼川流域における、

時期的にも重なる前期〜中期前半の古墳については、これまでに確かなものとしては 28基
が確認されている。その時期・墳形・全⻑について、図 2-19 にまとめた。なお、未確定の
古墳や⽅形周溝墓は除外した。 

 前期前半（初頭〜前葉〜中葉）は、前⽅後⽅墳 11基、前⽅後円墳２基が把握されている。
前⽅後⽅墳 11基は、30〜40m級前後がすべてで、⼩型である。河川の中流域や河⼝域の潟
湖沿岸に１〜３基が分散して分布する。久慈川中流域の前⽅後円墳２基は共に 100m を超
える⼤型で、⼩型の前⽅後⽅墳とは隔絶した築造背景が読み取れる。梵天⼭

ぼんてんやま
古墳の前⽅部バ

チ形の平⾯形態や星神社
ほしじんじゃ

古墳に伴う常陸初の埴輪の配置を含めて、ヤマト王権との強い繋
がりが認められる。 
 前期後半（後葉〜末葉）は、前⽅後⽅墳の築造はみられなくなり、前⽅後円墳８基に限ら

 
図 2-19 常陸における古墳前期後半主要古墳 
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れる。規模は 50〜70m級で揃う中、全⻑ 101m の⽇下ヶ塚古墳は別格の規模を持つ。前期
前半に⼤型前⽅後円墳が築造された久慈川中流域では五所皇神社裏

ごしょこ う じんじゃうら
古墳(２)・⼤⽅

おおかた
2 号墳

(３)・中野冨⼠⼭
な か の ふ じ や ま

古墳(４)の３基が築造されるものの、規模は 60〜70m に減じている。他
⽅で、那珂川・涸沼⽔系河⼝部の磯浜古墳群では、60m級の坊主⼭古墳を経て、海に⾯する
100m を超える⽇下ヶ塚古墳の築造に⾄る。これは、先に述べたように、列島各地で進んだ
海運ネットワークの確⽴に伴い、那珂川・涸沼⽔系の河⼝港の重要性が増したためと考える
ことができる。⽇下ヶ塚古墳の内⽔⾯側では、寺前

てらまえ
古墳(10)や⼤場天神⼭

お お ば てんじんやま
古墳(15)も分布し

ており、『常陸国⾵⼟記』に登場する阿多可奈湖
あ た か な のみな と

を囲むようにこの時期の古墳が分布してい
るものとみられる。阿多可奈湖は常陸北部の中⼼的な港津として、ヒトが⾏きかいモノが集
積し、船積みされた様⼦が浮かび上がる。⼤場天神⼭古墳には列島最東端の三⾓縁神獣鏡が
副葬されており、海運ネットワークで列島を繋ぐ際のハブとして、ヤマト王権がこの⽔域を
いかに重要視していたか、分かるであろう。 
 中期前半（初頭〜前葉）は、前⽅後円墳５基、円墳 6基が築造される。那珂川河⼝域には、
初頭の 88m の⼤型円墳・⾞塚古墳を最後に、磯浜古墳群は終焉を迎える。中流域の 137m
の前⽅後円墳・愛宕⼭

あ たごやま
古墳(8)が、常陸北部の盟主墳となる。久慈川河⼝、潟湖の真崎ヶ浦

に⾯する 87m の前⽅後円墳・村松権現⼭
むらまつごんげんやま

古墳(5)は、格⼦タタキを持つ⻑壺形埴輪を樹⽴し
ており、王権とは異なる情報を共有している。この時期に造られる円墳は、40〜50m 級の
中型が主体的である中、100m の⼤型円墳・⾼⼭塚古墳(4)が突出する。ヤマト王権による那
珂川・久慈川両河川の中流域を重要視する姿勢を⾒て取れる。⼀⽅で外洋に⾯する三ツ塚

み つ づ か
12

号墳(11)では、磯浜古墳群から伝統を持つ⻑壺形埴輪が遺存しており、先の村松権現⼭古墳
と共に、海運従事者間では、異なる埴輪が採⽤された可能性がある。 

 
図 2-20 常陸北部の前期・中期前半古墳 
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3-８. 望洋館跡・磯浜海防陣屋跡 
(1)歴 史 
 江⼾時代後期から幕末期にかけての時期は、異国船が頻繁に沿岸に接近し、中には上陸
して乱暴を働く事件が発⽣しており、その出没に対する危機感が強まっていた。特に⽔⼾
藩では攘夷思想を強く抱いた９代藩主の徳川⻫昭が藩主に就任した天保年間になると、海
防に対する積極的な対応策が講じられるようになる。北茨城市〜⼤洗町間の藩内沿海の地
に、海防陣屋や台場などの複数の海防施設が築造される。磯浜海防陣屋は、そのような沿
岸領地の最南端に位置し、⽔⼾城にも通じる磯浜村や⼤貫村を防御するために建設され
た。磯浜海防陣屋には藩⼠が詰め、沿岸に接近する異国船や上陸しようとする異⼈を監視
し、⼤筒を備えいざという時に砲撃できる武備を備えていた。 

磯浜古墳群中、⽇下ヶ塚古墳と重複する台地南縁⼀帯が該当し、古墳とは主軸の異なる
遺構が残存している。この⾼台に登ると、磯浜町市街地から⼤貫町の市街地を介して⿅島
灘沿岸を⼀望にでき、正に異船を監視するためには、好適地が選択されている。 

本陣屋は、慶応年間に製作された国⽴歴史⺠俗博物館所蔵の『⽔⼾天狗党絵巻』にみる
ように、「磯之濱御臺場」とも表記され、現在も古⽼を中⼼に通称として「おでぃば⼭」
「おだいば⼭」とも呼ばれているのは、この名残とみられる。 

 
(1)-1.第Ⅰ期（⽂政８年〜天保７年)  
⽂政 8(1825)年、幕府によって出された異国船打払令に呼応して、⽔⼾藩により異船を監

視するための遠⾒番所が、領内沿岸の川尻(⽇⽴市)・河原⼦ (⽇⽴市)・磯浜の 3ヶ所に設

図 2-21 元治元(1864)年の磯浜海防陣屋跡 
（出典：国⽴歴史⺠俗博物館「⽔⼾天狗党絵巻」） 
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図 2-24 望洋館跡・磯浜海防陣屋跡 
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置された。この中で、磯浜の遠⾒番所は、別名望洋館とも呼ばれた。 
 
郷⼠である⼩泉伝三郎が海防差引役を務め、後に須藤弥⼗郎・後藤友右衛⾨・桜井彦⼗
郎ら郷⼠も加わり、配下には海防農兵(郷⾜軽)数⼗⼈を配属し、武器類も配備された。 

  
(1)-2.第 II 期(天保 7 年〜天保 13 年)  

天保 7(1836)年、⽔⼾藩主徳川⻫昭は、藩⼠を沿岸に⼟着させる海防体制の充実を図
る。具体的には、⽔⼾藩家⽼の⼭野邊義観を沿岸北⽅の助川館に移住させ、⽇⽴市域の友
部や⼤沼に海防陣屋を建設する。また湊村の和⽥には、那珂川河⼝の防御を意図した異船
を砲撃する軍事施設である和⽥台場を築造した。  

磯浜でも、それまでの郷⼠・郷⾜軽が解任され、海防指引役に藩⼠である⼤関恒衛⾨が任
命され、その配下には先⼿同⼼組が配属された。天保 10(1839)年には、⾞仕掛の五百匁⽟
御筒３挺と１挺あたり 10発、計 30発の弾薬の配備が計画されている。 

 
(1)-３.第 III 期(天保 13 年〜元治元年)  

海防指引役を廃⽌し、先⼿物頭が配属されるようになり、友部や⼤沼と同様の海防体制 
が整う。実際に天保 13(1842)年 11⽉までには、先⼿物頭１⼈、先⼿同⼼ 20⼈、与⼒２⼈、
⾜軽 10 ⼈の⼈員と共に、⼤砲３挺が配備されている。元治元(1864)年までの約 22 年間の
間に、三⽊孫⼤夫・岡野庄五郎・⾕佐之衛⾨・鈴⽊荘蔵らが先⼿物頭として派遣されている。
『⽔⼾天狗党絵巻』は、元治元年の元治甲⼦の変(所謂、天狗諸⽣の戦)により戦場と化した
時の様⼦を描いた絵巻であるが、戦⽕によって複数表現されている海防陣屋の建物は焼失
してしまう。 
 
(2)遺 構 
 範囲内は、南北に並ぶ⽇下ヶ塚古墳の墳丘とⅢ⼟壇状遺構（東⻄約 36m×南北約 24m、
⾼さ約 1.5〜2.8m）を最⾼所とし、⻄⽅の⼟塁状遺構・区画溝で区画されるⅡ・Ⅳから、Ⅴ
へ向けて３段に下降する構造を持っている。その広がりは東⻄約 110mであり、北⻄側から
全景を描いた『⽔⼾天狗党絵巻』と同様の構造を確認することができる。古墳の前⽅部三⽅、
及び後円部南⽅が削られているが、明治前期の迅速測図にはすでに表現されており、江⼾後
期の海防陣屋の築造に伴い削平された姿を残していると考えることができる。海防陣屋の
範囲では、近代以降の改変をほとんど受けることなく、上記のような近世遺構が遺存してい
るものとみられる。 
 
(3)遺 物 
 古墳前⽅部から⼟壇状遺構にかけて、18 世紀第⼆四半期以降に⽣産流通した軒桟⽡・桟
⽡・軒丸⽡・丸⽡・平⽡の破⽚を表⾯採集することができる（蓼沼 2004）。また、平成 24
年度に実施した⽇下ヶ塚古墳の範囲確認調査により、Ⅰの範囲に設定した第２・10 号トレ
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ンチ内からは、道路状遺構１条・溝跡２条・整地遺構の遺構の他、陶磁器・⼟器・⽡⽚・銅
製煙管のほか、鉛製弾丸などの江⼾時代の遺物が集中する層位があり（⼤洗町教育委員会
2019）、望洋館時代から磯浜海防陣屋時代に伴う遺構・遺物の可能性が⾼い。 
 

 
図 2-25 磯浜海防陣屋跡出⼟⽡ 
（出典：『郷⼟⽂化第 45 号』） 
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